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専門高校におけるセイヨウミツバチの教材化

- ミツパテ,人,自然とのリンクー

原 敬-

1.はじめに

コメを知っていても稲を知らない子ども達が

いるという話を聞いたのは,もうかなり昔のこ

とである.山も田も畑も,ただ見ているだけで

何も知らない,知らされなければ自分から知ろ

うとしない,そういう子ども達を増やしてはな

らない.

また,日本は今 ｢飽食の時代｣のなかにある.

しかし,自分達の豊かな食卓の基になっている

農作物に対する関心は逆に希薄になり,生産の

場と消費の場のかい離が大きな問題となってい

る.生物 (作物や家畜など)の最終生産物の恩

恵に浴しながら,それらについて興味 ･関心を

持たずに過ごしてしまうことは非常に残念なこ

とである.幸い本校には自然や農業について興

味 ･関心を持って入学 してくる子ども達が多

い.そこで,農業 (自然)教育の教材として,

専門科目 ｢畜産｣｢課題研究｣の授業のなかで,

｢ミツバチ｣を取り上げ,その生理 ･生態,利用

法を理解させ,自然と農業との関わりについ

て,より深く興味 ･関心を持たせ,生徒にとっ

図 1 蜜源植物の調査

て魅力ある授業を展開することを目的に実施し

ている取り組みについて,その概要を報告する.

2.方 法

(1)蜜源植物の分布調査

ミツバチの活動期間における飼育予定地域

の,蜜源植物の開花状況を調べ,飼育に適して

いる地域であるか推測した.校内の巣箱設置場

所を中心に半径2kmについて季節毎の開花状

況を調査し,蜜源マップを作成した (図1).

(2) ミツパテの導入 ･飼養管理

①ミツパテの導入

専門業者からセイヨウミツバチ (ゴールデン

イタリア種)を一群導入し,文献の飼育マニュ

アルに従い,季節に応じた管理作業を行った.

この種は,蜜を集める能力が特に優れ,病気に

強いという特長があり,初心者の教材には適当

と判断し選定した.定期的な内検により,女王

蜂の存在,蜜の貯蔵状態,産卵の様子をチェッ

クし,必要に応じて,巣枠製作,継ぎ箱設置,

給餌,外敵対策を行った (図2).巣枠製作は必

要資材を購入し,手作りとした (図3).

図2 内 検
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図3 巣枠の製作
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図4 蜜の分離

②採 蜜

内検により,十分な貯蜜を確言忍後,採蜜作業

を実施 した (図4).採取 した蜜は蜜櫨器を通

し,巣の破片 ･蜂児を取り除いた.その後,糖

皮,色,香り,味について市販の純粋蜂蜜と比

較検査を行った (図5).

(3) 蜜の商品化と生産物の利用

(D販 売

蜜を販売用のビンに充填後,販売用オリジナ

ルラベルを作製し,文化祭や地域とのふれあい

市で販売し,後日,購入者から蜜の品質につい

て聞き取り調査を行った (図6).

②生産物の利用

ハチミツを各種加工品,食材としての活用を

試みた.巣の有効利用として,蜜ロウの利用に

もチャレンジしてみた,

(4) 増殖技術

群の状態,季節を考慮し,分封群回収法,王

図6 販売用ラベル貼り

台利用法,変成王台形成法による増殖法を試み

た.

(5)高級蜜源植物の栽培

水田裏作 ･飼料畑の活用,景観植物の栽培に

より,蜜の品質,採蜜量の向上を図った.

3.結 果

(1) 蜜源植物の分布調査

ミソバチは巣から約2km四方を飛び回り,

蜜を集めることが知られている.巣箱周辺に

は,春にはレンゲや自生のナタネ,ニセアカシ

アが,夏にはクリやヌルデ,秋には-ギやセイ

タカアワダチソウが群生していた.季節ごとの

蜜源マップを作成 し,採蜜の指標とした (図

7).その結果,学校周辺部では十分にミツパテ

飼育が可能であると推測された.

(2)飼養管理 ･採蜜

定期的な内検により,季節毎の個体数,産卵,
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図7 塞源マップ (春季)

貯蜜の状況がよく把握できた.しかし,毎年,

暑さにより,群の勢いが弱ってくる7月には-

ギイタダニの発生,10月にはスズメバチの襲

撃があったが,早期に発見でき,殺虫剤や捕獲

器設置により,被害は最小限に食い止めること

ができた.しかし,H10年度はスムシの被害を

受け,1群を失った.他の群はすべて越冬に成功

し,翌年2月下旬には元気に巣から飛び立った.

この教材に取り組み始めてからの採蜜量は表

1のようになった.

品質は市販の純粋蜂蜜と比較してみると,樵

度は78度とほぼ同じレベルであったが,色が

やや濃い物であった.しかし,味や香りは特に

問題はなかった (図8).

(3)蜜の商品化と生産物の利用

本校産の蜜は,いろいろな花の蜜が混じり合

ってできたいわゆる ｢百花蜜｣と呼ばれる物で

あるが,販売後,感想を聞いてみると ｢市販品

よりこくがあっておいしい｣,｢混じり物なしで

図9 販売風景

図8 十分な貯蜜

表 1 採蜜量の推移

年 次 H9 10 11 13 14

探蜜豊 10.5 10.3 20.5 10,5 165

採蜜量の単位はkg

(H12は筆者転勤のため実施せず)

安心して食べられる｣という意見が多く寄せら

れた (図9).

採取された蜜を使い,各種加工品を製造した

(図 10).ハニーキャラメルは蜜に乳脂肪を加

え加熟し,カラメル化させたものを成型,冷却

し製品とした.-ニーバターは乳脂肪にチャー

ニング,ワーキングを行い,バター製造後,低

温で加熱しながら蜜を加え混合し製品とした.

季節のフルーツを蜜に漬け込みハニーシロップ

香,蜜と牛乳,フルーツをミキサーで混ぜ合わ

せたハニーミルクを製造した.また,砂糖の代

替品としてケーキ,ビスケットにも利用した.

ミツロウは,採蜜時に破損した巣牌やムダ巣

を利用し,融解後,不純物を取り除き,ロウソ

図 10 各種加工
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図 11 ロウソク

クの材料として利用した (図 11).ミツバチの

ロウは,すすが発生せず,きれいな炎が楽しめ

ることから,その商品価値が期待される.

健康食品として評判の高いプロポリス,花粉

については,試験的に採取してみるとまとまっ

た量が確保でき,今後の活用法が検討される.

また,生産 ･販売量から経営分析 ･試算を行っ

た.蜜は1kg当たり1,500円で販売し,それに

かかる蜂導入費,必要器材,ビン代,ラベル代

等を差し引き,単純に粗収益を算出した.その

結果,導入初年度は,多額のマイナスになるも

のの,2年目からはわずかながら収益があり,

年次最高収益は,12,000円 (平成 10年度)と

なった.これをベースに年次を追って経営試算

してみると,1群で始めても,4年後には30万

円近い粗収入が計上された (但しこの数字は,

毎年蜂群は2倍に増殖でき,蜜源植物の開花,

害虫発生状態は現状維持とした,非常に甘い試

算である).
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図 13 レンゲの播種

図12 分蜂群の回収

(4)増殖技術

3方法 (分蜂群回収法,王台利用法,変成王

台形成法)を試みた.どの方法においても群を

増殖することには一応成功したが,変成王台法

は新女王の産卵状態あまり旺盛でなく,群の充

実に時間を要した.分蜂回収法は,分封の遅れ

や分封群の集結位置が高所である場合があり,

何度か失敗したが,回収できた群は強勢群であ

り,その後の集蜜成績が良好なものが多い傾向

であった (図12).王台の利用は内検回数の少

なさから王台形成を見逃すことがあり,何群か

は分蜂を許したが,この方法による増殖が最も

容易に成功した.

(5) 高級蜜源植物の栽培

本校の位置する地域は,県下では有機農法が

盛んな地域で,地力増進を目的にレンゲ栽培が

盛んに行われている.また近隣には秀吉の水攻

めで有名な高松城祉公園や,吉備自然公園があ

り,景観植物として,さまざまな草花が広い面
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図14 養蜂家見学



図 15 研究のまとめ

積で植えられている.校内では園芸科学科が教

材として,年間を通じて何らかの草花を栽培し

ている.しかし,さらに採蜜量のアップ,品質

を向上させるために,栽培が容易なレンゲ,ナ

タネの栽培を行った.レンゲは10月下旬に校

内の水田に,ナタネは校内の空き地,休耕地に

播種した (図 13).いずれも開花状況は良好で

有効な蜜源となった.

4.考察 ･まとめ

生徒達のこの取り組みについての主な感想

は,次の3つである.

｢分離器の取り出し口から蜜が流れ出した瞬

間,それまでの苦労が吹き飛びました.念願の

蜂蜜を手にすることができたのです.｣,｢私達

は,このプロジェクトを通じて,多くの人達と

会いました.また,楽しさもいっぱい知りまし

た.地域に生かせる新しい農業分野の開拓の楽

しさ,地域の環境を知る楽しさ.そして,なに

よりも勉強になったことは,自然と人とミツバ

チが一つになって,さまざまな恵みが与えられ

るすぼらしさ.｣,｢この夢のあるプロジェクト

を,後輩達に託し,今後さらに充実させ,地域

に貢献できる新技術の確立を目指してもらいた

いと思います.｣

生徒達にとっては何もかも未知のものへのチ

ャレンジであった.最初は文献に頼ってのスタ

ートであったが,数々の問題点に直面していっ

た.その度,近隣の養蜂家やインターネットを

駆使Lで情報を収集し,目の前の課題を克服し

ていった.次第に,生徒が中心になって活動を

図 16 研究発表会

行う場面が増えていった (図 14).

販売用のラベルやロウソクづくり,加工品製

造では,生徒達の創造力,アイデアには感心し

た,目の前で展開されるミツパテ達のすぼらし

い世界に圧倒されながらも,彼らの恩恵を利用

する.自然をベースに,人とミツバチとの関係

がビジュアルに浸透していった.資材購入から

始め,やっと完成した巣枠に蜂達が巣を盛り上

げてくれた時,分離器から蜜が流れ出した時,

購入者から｢おいしかったよ.｣と声をかけられ

た時,その瞬間,生徒達の顔が本当に生き生き

としていたように感じられた.

この取り組みは,生徒自身,まとめとしてそ

の年毎に1冊のファイルにまとめている (図

15).さらにプレゼンテーションソフトを利用

して,10分程度の内容に要約し,3学期に他の

研究とともに発表を行っている.H14年度は,

岡山県農業高校プロジェクト発表会の出場を目

指し,4名の生徒が約 1ヶ月間発表準備 ･練習

を行った.その努力が実り,最優秀賞を獲得し

た.また,岡山市役所主催の環境保全型農業パ

ネル展や,県庁での農業後継者実績発表会への

参加など,自分たちの学習活動が校内のみなら

ず,広く校外で一般の人々に評価されたこと

は,生徒にとって大きな自信になったと思われ

た (図 16).

指導の立場から述べると,教師自身が今回の

取り組みを通じて,ミツバチの持つ大きな能力

に驚き,また人類が蓄積してきた知識と技術に

敬服した.多くの先人が研究し,実践してきた

結果に触れ,その功績には圧倒されるものがあ
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った.蜂達は独自の社会を作り,それぞれが一

つの目的に向かって役割を果たしていく.何か

人間社会にも共通したものを感じさせられた.

生徒とともに蜂の導入から,採蜜,販売の過程

を経験し,普段何気なく利用している食品につ

いての興味関心を持つことができた.また理科

の教科書に出てくる ｢8の字ダンス｣や ｢単為

生殖｣｢社会性昆虫｣ についても実際に観察で

き,農業分野のみならず広い知識が得られたと

思われる.また,専門高校の立場で考えてみる

と,専門科目｢畜産｣｢課題研究｣のなかで,従

来のウシ,ブタという家畜の範ちゅうを広げ,

昆虫を飼育し,利用することも畜産業であるこ

とも再認識されたと思う.

授業展開は,まずミツバチの生理生態につい

て哩解,次いで一連の管理作業,製品化とした.

動物を教材にすることにより,視覚,感覚的な

興味 ･関心がわき,生徒達は飽きることなく,

学習に取り組めていたと思う.育てるよろこ

び,作るよろこび,そして人とのつながりが総

合的に体験でき,はば一年間で教育活動が終了

できることも,教材として取り上げやすいもの

となった.文部科学省の唱える,｢生きる力の育

成｣,｢総合的な学習｣の実践に十分適する内容

で,加えて,専門高校としての,専門知識技術

の学習,勤労観,経済観念の育成,農業の養蜂

分野の位置づけの理解,進路決定の指標などさ

まざまな教育的効果が得られる教材となった.

今後は安全面に十分注意し,採蜜目的以外の

利用 (ポリネーション,副産物の利用,蜜源植

物栽培による校内環境美化等)にも取り組み,

さらに充実した教材にしていきたいと考えてい

る.そして,生物と自然を見る目を養い,自然

と農業との関わりが生徒達に伝えられる教材に

に発展させていくことが望まれる.

末筆ながらこの取り組みについて多大なる技

術指導,助言を賜りました,原瀬農園,野々垣

養蜂園,金友写真館の方々に厚く感謝申し上げ

る.本研究の一部は (財)福武教育振興財団教

育研究助成による.

(〒701-1334 岡山市高松原古才 336-2

岡山県立高松農業高校)
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Beekeeping as an lntegrative

teachingmaterlalinSeniorhighschoolforAg-

riculture.HoneybeeScience(2003)24(1)29-34.

Takamatsu AgricLllture High School,336-2,

Takamatsu-harakosai, Okayama, 701-1334

Japan.

AnIntensivebeekeepingtralningwasexperi-

mentally introduced Into the curriculum of

anlmalhusbandry"andHassignments"ofthe

agriculturaleducation course.The contents

were1)surveyofdistributionandphenologyof

melliferousnora(honeyplants),2)keepingbees

(Apismellifera),3)sellingharvestedhoneyand

relatedbeeproductslikebeeswax,4)reproduc-

tivemanagementsand multiplication ofcoレ

onies,and5)propagationofsomemajorhoney

plants.

Studentswereactivelyinvolved,concerning

in evel-y Step Of beekeeping and tried to

managethepro)ectprofitableintheend.Keep-

ingbeesmadethestudentsawareoftheirsur-

roundingsinwiderview,andthepotentlalof

utilizingitwithbeesandtheirproducts.The

trialwasasuccessinvariouspolntSOfview,to

getthebestawardln theAgrlCulturalhigh

schoolprojectcompetitionofOkayamaPref.

Astheeducationalmatel̀ial,honeybeeandltS

beekeepillgCanO庁errangeofinterests,from

purebiologyorapplledentomology,tofood

processing,marketingandenvlrOnmentalissues.

Annua)cycleofthecolonywouldbeanother

merltaStheintegrativeteachingmaterialat

school.


